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<史料紹介>『医心方』所引『僧深方』輯佚 : 東ア
ジアに伝播した仏教医学の諸相
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たもので、横に細長い長方形にカットされた貝葉を重ね、上下に木の表紙を付けて紐で束ねたものだったからである。この話柄が示すのは、律の薬方だけが単行して流布していた事実である。薬方だけが流布したのは、胡僧が治療のためのマニュアルとして薬方を用いていたことを意味する。仏教の「五明」 一つ「医方明」は、仏教東漸の過程において、信者獲得の戦略 一つとして、積極的に用いられたであろう が こ 一事から窺えるのである。　
中国では、完備した律である「広律」の胡本がなかなか入手でき






























































































































醫心方 僧深方本文 僧深方注 安政刊本本文 安政刊本注 備考
卷一 第七　藥斤兩升合法 （ （（a
卷三 第七　治頭風方 （ （（a
卷三 第九　治中風口喎方 （ （（a
卷三 第十四　治中風驚悸方 （ （（b
卷三 第廿　治中風癩病方 （ （（a
卷三 第廿一　治中風言語錯亂方 （ （（a
卷四 第一　治髮令生長方 （ （b
卷四 第四　治白髪令黒方 （ （b（a
卷四 第十五　治面皯 方 （ （b（a
卷四 第十六　治面鼻皶方 （ （ （（b （（a
卷四 第十八　治癧瘍方 （ （（ab
卷五 第十三　治目不明方 （ （（a
卷五 第十六　治目膚翳方 （ （（b（（a
卷五 第四十八　治吐血方 （ （ （（a （（a
卷五 第四十九　治唾血方 （ （（b
卷五 第五十五　治重舌方 （ （（b
卷五 第七十　治喉痺方 （ （（b
卷五 第七十二　治喉咽腫痛方 （ （（b
卷六 第三　治心痛 （ （b
卷六 第五　治心腹痛 （ （（a
卷六 第六　治心腹脹滿 （ （（b
卷六 第九　治腎著腰痛 （ （（a
卷六 第十　治肝病方 （ （（ab
卷六 第十二　治脾病方 （ （（b
卷七 第三　治陰癢方 （ （b
卷七 第十五　治諸痔方 （ （（a
卷八 第二十三　治代指方 （ （（a
卷九 第一　治咳嗽方 （ （b/（b/（ab
卷九 第三　治短氣方 （ （（a
卷九 第七　治淡飮方 （ （（a 氏方の添え書きあり
卷九 第九　治胃反吐食方 （ （（b
卷九 第十　治宿食不消方 （ （（a
卷九 第十二　治上熱下令不食方 （ （（a
卷九 第十六　治嘔吐方 （ （（ab
卷九 第十七　治乾嘔方 （ （（a
卷十 第一　治積聚方 （ （a
卷十 第三　治七疝方 （ （b
卷十 第六　治癥瘕方 （ （（ab
卷十 第十九　治通身水腫方 （ （（a
卷十 第二十　治十水腫方 （ （（a
卷十 第二十一　治風水腫方 （ （（b（（a
卷十 第二十三　治身面卒腫方 （ （（a
卷十 第二十五　治黄疸方 （ （ （（a
卷十 第二十六　治黄汗方 （ （（b
卷十 第二十七　治穀疸方 （ （（b（（a
卷十 第廿八　治酒疸方 （ （（b（（a
卷十一 第二　治霍亂心腹痛方 （ （a
卷十一 第三　治霍亂心腹脹滿方 （ （b
卷十一 第六　治霍亂嘔吐不止方 （ （（b
卷十一 第九　治霍亂煩渴方 （ （（a
卷十一 第二十　治冷利方 （ （（b（（a
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『医心方』所引『僧深方』輯佚
醫心方 僧深方本文 僧深方注 安政刊本本文 安政刊本注 備考
卷十一 第二十一　治熱利方 （ （（b
卷十一 第二十六　治白滯利方 （ （（b
卷十一 第二十九　治休息利方 （ （（b
卷十一 第三十四　治不伏水土利方 （ （（ab
卷十一 第三十五　治嘔逆吐利方 （ （（a
卷十一 第三十六　治利兼渴方 （ （（ab
卷十一 第三十八　治利後虛煩方 （ （（b
卷十二 第一　治消渴方 （ （b（a
卷十二 第十六　治大便下血方 （ （（ab
卷十二 第二十一　治小便黃赤白黑方 （ （（a
卷十三 第三　治虛勞夢泄精方 （ （（a
卷十三 第七　治虛勞不得眠方 （ （（b（（a
卷十三 第十　治虛汗方 （ （（ab
卷十三 第十一　治風汗方 （ （（b
卷十四 第一　治卒死方 （ （ab
卷十四 第三　治鬼擊病方 （ （b
卷十四 第十一　治注病方 （ （（b-（（b
卷十四 第十三　治諸瘧方 （ （ （（b（（a （（b
卷十四 第十七　治淡實瘧方 （ （（a 依仁和寺本補
卷十四 第十八　治勞瘧方 （ （（a
卷十四 第二十一　治連年瘧方 （ （（ab
卷十四 第三十八　治傷寒鼻衄方 （ （（b
卷十四 第四十七　治傷寒交接勞復方 （ （（b
卷十四 第五十一　治傷寒後目病方 （ （（a
卷十五 第二　治癰疽未膿方 （ （（a
卷十五 第三　治癰疽有膿方 （ （ （（b（（a （（a
卷十五 第十三　治肺癰方 （ （（a
卷十六 第九　治惡核腫方 （ （（b（（a
卷十六 第十三　治瘰癧方 （ （（a
卷十六 第十五　治瘤方 （ （（a
卷十七 第二　治癬瘡方 （ （（ab
卷十七 第四　治惡瘡方 （ （（a
卷十七 第六　治夏熱沸爛瘡方 （ （（b 「師説」
卷十七 第八　治王爛瘡方 （ （（b
卷十七 第十三　治 瘡方 （ （（b
卷十七 第十四　治疽創方 （ （（b（（a
卷十七 第十七　治諸瘡中風水腫方 （ （（a
卷十八 第一　治湯火燒灼方 （ （a
卷十八 第二　治灸創不差方 （ （a
卷十八 第三十五　治衆虵螫人方 （ （（a
卷十八 第四十　治虵骨刺人方 （ （（ab
卷十八 第四十一　治呉公螫人方 （ （（a
卷十八 第五十四　辟蠱毒方 （ （（a
卷二十 第二　治服石煩悶方 （ （b
卷二十 第五　治服石目痛方 （ （a
卷二十 第十一　治服石口中傷爛舌痛方 （ （（a
卷二十 第十二　治服石口中發瘡方 （ （（b
卷二十 第十三　治服石心噤方 （ （（a
卷二十 第十四　治服石心腹脹滿方 （ （（a
卷二十 第十五　治服石心腹痛方 （ （（b
卷二十 第二十四　治服石身體強直方 （ （（ab
卷二十 第二十八　治服石上氣方 （ （（a
卷二十 第二十九　治服石淡澼方 （ （（b
卷二十 第三十二　治服石淋小便難方 （ （（b
418
醫心方 僧深方本文 僧深方注 安政刊本本文 安政刊本注 備考
卷二十 第四十一　治服石冷熱不適方 （ （（ab
卷二十 第四十二　治服石補益方 （ （（b（（a
卷二十一 第二　治婦人面上黑皯方 （ （b（a
卷二十一 第五　治婦人乳癰方 （ （a
卷二十一 第六　治婦人乳創方 （ （b
卷二十一 第七　治婦人陰癢方 （ （b
卷二十一 第九　治婦人陰腫方 （ （b
卷二十一 第十　治婦人陰瘡方 （ （（b
卷二十一 第十四　治婦人陰脫方 （ （ （（b
卷二十一 第二十一　治婦人月水不斷方 （ （（a
卷二十一 第二十二　治婦人月水腹痛方 （ （（b
卷二十一 第二十三　治婦人崩中漏下方 （ （（b
卷二十二 第四　治任婦惡阻方 （ （（b
卷二十二 第五　治任婦養胎方 （ （（ab
卷二十二 第九　治任婦胎墮血不止方 （ （（b
卷二十二 第十　治任婦墮胎腹痛方 （ （（a
卷二十二 第十四　治任婦頓僕舉重去血方 （ （（a
卷二十二 第十八　治任婦心痛方 （ （（b
卷二十二 第二十一　治任婦腰痛方 （ （（b
卷二十二 第三十　治任婦瘧方 （ （（ab
卷二十三 第九　治產 方 （ （（a
卷二十三 第十　治逆產方 （ （（b
卷二十三 第十三　治子死腹中方 （ （（a
卷二十三 第十四　治胞衣不出方 （ （（a
卷二十三 第二十　治產後運悶方 （ （（b
卷二十三 第二十二　治產後腹痛方 （ （（b
卷二十三 第二十七　治產後中風口噤方 （ （（b（（a
卷二十三 第三十六　治產後無乳汁方 （ （（b（（a
卷二十四 第一　治無子法 （ （b（a
卷二十五 第十一　小兒去鵝口方 △ （（b 爽師方
卷二十五 第十四　小兒變蒸 （ （（b
卷二十五 第二十　治小兒解顱方 （ （（b
卷二十五 第二十六　治小兒頭瘡方 （ （（b
卷二十五 第五十　治小兒口噤方 （ （（b
卷二十五 第八十四　治小兒脫肛方 （ （（b






卷二十五 第百十一　治小兒大便血方 （ （（a 細字
卷二十五 第百十三　治小兒淋病方 （ （（b 細字
卷二十五 第百二十七　治小兒身體腫方 （ （（a
卷二十五 第百五十二　治小兒咳嗽方 （ （（a
卷二十六 第二　美色方 （ （（a




卷二十九 第三十九　治食蟹中毒方 （ （（b
卷二十九 第四十　治食諸魚骨哽方 （ （（b
卷二十九 第四十一　治食諸哽方 （ （（b








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































錄驗方、 丸、治人腹中有大疾、厥逆心 足寒冷 食吐 下、































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































経籍志に「桐君薬錄三巻」 、 『日本國見在書目』に「桐君薬錄二巻」あり） 、深達薬性、所以相反畏惡、備於本草。但深師祖學道洪、道洪所傳 何所依據云。
（
（（）　
注８参照
（
（（）　
沙門有支法存者、本自胡人、生長廣州、妙善醫術、遂成巨富。
有八尺翕登、光彩耀目、作百種形象。又有沈香八尺板床、居常香馥。太原王琰（一作談）爲廣州刺史、大兒邵之、屢求二物、法存不與、王因狀法存豪縱、乃殺而藉沒家財焉。法存死後 形見於府內、輒打閣下鼓、似若稱冤、如此經日、王尋得病、恆見法存守之、少時遂亡。
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『医心方』所引『僧深方』輯佚
邵之比至揚都、亦喪。
　　
太原王琰は志怪小説『冥祥記』 （四七九～五〇一の間に成立か） の
者とすると時代が合わない。
（
（（）　『隋書』卷三四
　
経籍志三
　
醫方
　　
醫方論七卷
　　
梁有…支法存申蘇方五卷…亡。
（
（（）　
大正五二
 
No. 二一〇七
　
四四一頁
（
（（）　
大正五十
 
No. 二〇六 『宋高僧傳』卷第二十
　
唐江州廬山五老
峰法藏傳
　
八四〇頁
　　
釋法藏、俗姓周氏、南康人也。…而於醫方明得其工巧。同支法存之妙用焉。
　　
…寶曆中（八二四～八二六）示滅、年八十二。
（
（（）　
書目の『延年秘録』に関する記事は以下の通り。
　　
『旧唐書』経籍志
　
医術
　　
延年秘録
　
十二卷
　　
『新唐書』芸文志
　　
延年秘録
　
十二卷
　　
『日本国見在書目録』医方家
　　
延年秘録方
　
四
　　
また『医心方』巻五「治目不明方第十三」には『大唐延年方』を引くが、同書と見られる。唐代の養生書で、 『千金方』には見えず『千金翼方』は引用するので、この二書の間に成立したと考えられる。その点については、 「王
燾
医学学術思想研究」 （ 『王
燾
医
学全書』中華中医薬出版社、二〇〇六年）一〇七一頁参照。
（
（（）　『隋書』卷三四
　
経籍志三
（
（（）　
大正五五
 八〇頁
（
（（）　
平川彰『律蔵の研究』春秋社、一九六〇年によると四大広律の
訳出年代は以下の通り。　　
『十誦律』
　
後秦・弗若多羅共鳩摩羅什訳
　
説一切有部
　
四〇
四～四〇九＋α（鳩摩羅什の死後、卑摩羅叉が補訂）
　　
『四分律』
　
姚秦・仏陀耶舍・竺仏念等訳
　
法蔵部
　
四一〇～
四一二
　　
『摩訶僧
祇
律』
　
東晋・仏陀跋陀等共法顕訳
　
大衆部
　
四一六
～四一八
　　
『五分律』
　
劉宋・仏陀什共竺道生等訳
　
化地部
　
四二二～四
二三
（
（（）　『魏書』卷九十一
　
李脩傳
　
李脩、字思祖、本陽平館陶人。父亮、少學醫術、未能精究。世祖時、奔劉義隆於彭城、
　　
又就沙門僧坦研習衆方、略盡其術、針灸授藥、莫不有效。
　『北史』卷九十
　
藝術傳下
　　
李脩字思祖、本陽平館陶人也。父亮、少學醫術、未能精究。
太武時奔宋、又就沙門僧
　
坦、略盡其術。針灸授藥 罔不有効。
（
（（）　
陳垣『史
　擧例』巻八、唐
　例
　　　
唐高祖
　
李氏
　
淵
　
淵改爲泉、或爲深。
（
（（）　『魏書』卷七下、高祖孝文帝宏紀、太和二十一年
444
　　
十有二月己卯、蕭鸞將王曇紛等萬餘人寇南青州黃郭戍、戍主
崔僧淵擊破之、悉虜其衆。
『北史』卷四十四
　
崔亮傳附叔祖道固傳
　　
道固兄目連子僧祐・僧深。僧深坐兄僧祐與沙門法秀謀反〔校
注〕 。
　　
〔校 魏書卷二四「深」作「淵」 、北史避唐
　改。
（
（（）　
大正五十
　
No.二〇五九、三七五頁
（
（（）　
大正五五
　
No.二一四五、四一頁
　　
至如彭城僧淵、誹謗涅槃、舌根銷爛。現表厥殃。大乘難誣、
亦可驗也。
（
（（）　
厳世芸・李其忠主編『三国両晋南北朝医学総集』人民衛生出版
社、二〇〇九年五月。
　　
本論文は平成二十～二十二年度独立法人日本学術振興会科学研究
費（課題番号
（（（（（（（（ ）による成果の一部である。骨子は、平成
二十、二十一年度の日本宗教学会学術大会で発表した。
